
２０１９年２月２２日	第１１回公開研究会	

	 	 	 「『国防軍』への道に対する Alternative を考える」	

	 	 	 	 	 水島瑞穂さん（早稲田大学法学部学術院教授）	

	

	 今から２６年前、まだ３９歳だった憲法学者水島朝穂さんが中心とな

って、『きみはサンダーバードを知っているか――もう一つの地球のまも

り方』（日本評論社、1992 年）という快著を出版されました。人気 SF 人

形劇「サンダーバード」を切り口に、日本による「非軍事の国際協力の方

向と内容を、憲法の平和主義に即してわかりやすく説いた」、実に新鮮で

ユニークな本でした。	

	 それから四半世以上が経ち、今や戦後最悪の安部政権は、乱暴な解釈改

憲による「集団的自衛権」行使を名目に、米軍と一体化された自衛隊を世

界中で米国の戦争戦略に加担させようとし、さらに自衛隊を９条に書き加

える明文改憲によって、自衛隊の国軍化への道を一気に推し進めようとし

ています。こうした情況の中で、水嶋朝穂さんをお迎えし、改めて「９条

と自衛隊問題」を論じていただき、議論を深めることができました。	

＜国際貢献は「サンダーバード」が理想像	 憲法学者が「救助組織」論＞	

（『朝日新聞』1992 年 11 月 9 日）	

	 国連平和維持活動協力法（PKO 協力法）に反対する若手憲法学者たちが、

カンボジアに派遣中の自衛隊に代わる組織として「ニッポン国際救助隊」

の構想をまとめ、出版する。モデルは、ブームが再燃している SF 人形劇

「サンダーバード」。国家に左右されず人命最優先を貫く、国際救助隊の

ドラマに胸を躍らせて大人になった学者たちは「きみはサンダーバードを

知っているか－もう一つの地球の守り方」と題して執筆、新しい国際貢献

のあり方を提案している。本を分担執筆したのは、広島大総合科学部の水

島朝穂助教授（39）を中心とする 2､30 代の憲法学者 6 人。PKO 協力法案

に反対する緊急声明を 5 月に出した全国憲法研究会のメンバーだ。「アニ

メ好きの高校生以上なら理解できるように」と、自衛隊とサンダーバード

を比較しながら、PKO 協力法と自衛隊の海外派遣の問題点を取り上げてい

る。	

	 この本では、あらゆる国家から独立、助けを求められれば分け隔てなく

出動し、軍事力を持たないサンダーバードを国際救助組織の理想とする。



巻末には、19 条から成る「ニッポン国際救助隊法案」を掲げた。設立目

的は「（全世界の国民が）平和のうちに生存する権利を有することを確認

する」とした憲法前文の精神を実現すること。平和的手段を徹底するため

「陸海空軍その他の戦力および軍隊類似組織の参加または協力」を認めず、

武器の保有はもちろん、保持、携帯も使用もしない。他の国際組織にも協

力するが「国連の PKO や軍事的制裁措置には関与しない」独自の活動とし

ている。	

	 サンダーバードに敬意を表し、「救助隊員の研修」で全 32 話の視聴を

義務づけ、救助用装備はサンダーバード 1号から映画版登場の 6号まで「欠

番」にするなど、ユーモアも交えながら、PKO 協力法に疑問を投げ掛けて

いる。水島助教授は「子どもだましと言われるかもしれないが、人命優先

に徹することの難しさとすばらしさを、サンダーバードほどイメージさせ

てくれる教材はないだろう。若い人たちにも、PKO 協力法と比べながら、

平和憲法にふさわしい国際貢献とは何かを考えてほしい」と話している。	

	

	

１．当日配布資料１	

https://docs.wixstatic.com/ugd/147915_7b9e5732ad7d4d1580e490d120a8064b.pdf	

２．当日配付資料２	

https://fe4a6891-f34f-4a00-9255-857ca212f528.filesusr.com/ugd/147915_0f2674bfe81543b6885f51f433a5dae2.pdf	

３．「きみはサンダーバードを知っているか」	

http://www.asaho.com/jpn/bkno/2017/1127.html	

	

４．「『平和の憲法政策論』を世に問う――安倍改憲の時代に」 

http://www.asaho.com/jpn/bkno/2017/0717.html	

５．「警察予備隊 63 周年――なぜ国防軍なのか」  

http://www.asaho.com/jpn/bkno/2013/0121.html	

	

 



 

 

 

 



	

	


